
第74号 議 案

　長崎県子育て条例行動計画を変更する案を別紙のとおり提出する。

　　　　　令和 5 年 9 月 12 日

長崎県知事　　大　　石　　賢　　吾

　（ 提案理由）

　長崎県子育て条例行動計画の変更について、長崎県行政に係る基本的な計画について議会の議決事件と定める

条例第2条の規定により、議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出する理由である。
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長崎県子育て条例行動計画の変更について

長崎県子育て条例行動計画を次のと おり 変更する。

次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。

改正後 改正前
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１ ．少子化の現状と将来の見通し  ……… 5 
２ ．少子化の要因と背景 ………………… 7 
① 未婚化・ 晩婚化・ 晩産化の進行 ……… 7 
② 夫婦の出生力の低下  …………………… 8 
③ 人口の流出 ……………………………… 9 
３ ．少子化が与える影響 ………………… 9 
① 家族の形態の変容  ……………………… 9 
② 子ども同士の交流の機会の減少 ………… 10 
４ ．子どもを取り巻く 状況 ……………… 11 
① 児童虐待の状況 ………………………… 11 
② いじめ・ 不登校の状況 ………………… 12 
③ 子どもの貧困の状況  …………………… 12 
④ メディ ア機器の普及による諸問題 ……… 13 
⑤ 女性の就業状況 ………………………… 14 
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Ⅶ第 編 計画内容  ………………………… 23 
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２ 幼児期の教育・ 保育の充実  ………… 27 
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３ 安全安心な放課後の居場所づく り  … 32 
４ 子どもの生きる力の育成に向けた

学校の教育環境等の整備 …………… 33 
（ １ ） 一人一人を確実に伸ばす確かな

学力の育成 ………………………… 33 
（ ２ ） 豊かな心の育成 …………………… 35 
（ ３ ） 健やかな体の育成 ………………… 37 
（ ４ ） 信頼される学校づく り  …………… 38 
（ ５ ） 私立学校教育の振興 ……………… 41 
５ 未来の親・ 未来を担う 人材の育成  … 41 
（ １ ） 子育ての楽しさと 意義に関する

教育・ 広報・ 啓発 ………………… 41 
（ ２ ） 男女共同参画社会づく り に向けた

意識改革の推進 …………………… 42 
（ ３ ） 子ども・ 若者の社会参加・ 社会貢献

活動の推進 ………………………… 43 
（ ４ ） キャ リ ア教育・ 職業教育の推進 … 43 
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働き方の見直し  ………………… 64 
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活動の推進 ………………………… 41 
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広報・ 啓発 …………………………… 64 
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 ………………………………… 67 
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叶う 社会の実現 ………………… 68 
第４章 きめ細かな対応が必要な子どもと

親への支援 ……………………… 71 
第１節 いじめ・ 不登校、児童虐待防止
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２ 児童虐待防止対策の充実  …………… 73 
（ １ ） 児童相談所の体制の強化 ………… 73 
（ ２ ） 市町や関係機関と の役割分担及び

連携の推進 ………………………… 73 
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…………………………………………… 84 
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の推進 ………………………………… 94 
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第１節 関係機関の連携強化  ……………  109 
第２節 特別な配慮が必要な子どもへの支援

…………………………………… 110 
Ⅷ第 編 数値目標  ………………………… 113 
用語解説 …………………………………… 116 

１ 子どもの交通安全を確保するための活動

の推進 ………………………………… 90 
２ 子どもを犯罪等の被害から守るための

活動の推進 …………………………… 91 
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［ 主な指標］ ［ 主な指標］

目標項目
基 準 値

（ 年 度）

目 標 値

（ 年 度）

略

不妊治療費助成組数 — — 

目標項目
基 準 値

（ 年 度）

目 標 値

（ 年 度）

略

特定不妊治療費助成組数

組591  組600  
（ ～H26
平均）30  

（ 毎年）

［ 主な指標］ ［ 主な指標］

目標項目
基 準 値

（ 年 度）

目 標 値

（ 年 度）

略

放課後児童ク ラ ブ待機児

童数

人53  
（ ）H30  

人0  
（ 毎年）

略

目標項目
基 準 値

（ 年 度）

目 標 値

（ 年 度）

略

放課後児童ク ラ ブ待機児

童数

人53  
（ ）H30  

人0  
（ ）R2  

略

［ 主な指標］ ［ 主な指標］

目標項目
基 準 値

（ 年 度）

目 標 値

（ 年 度）

コ コ ロねっ こ運動登録団

体数（ 累計）

5,953 
団体

（ ）H30  

6,460 
団体

（ ）R6  

略

目標項目
基 準 値

（ 年 度）

目 標 値

（ 年 度）

コ コ ロねっ こ運動登録団

体数（ 累計）

5,953 
団体

（ ）H30  

6,253 
団体

（ ）R6  

略

Ⅶ第 編 計画内容 Ⅶ第 編 計画内容

第１章 妊娠・ 出産の支援 第１章 妊娠・ 出産の支援

第２節 不妊治療対策の充実 第２節 不妊治療対策の充実

【 現状と課題】 1-2 【 現状と課題】 1-2 
○ 不妊治療については、令和 年 月から生殖補4 4
助医療が保険適用と なり 、医療費負担の軽減が図

られましたが、保険適用外と なる一部の診療につ

いては、高額な医療費がかかるため、経済的な負

担が大きく 、また、治療に伴う 身体的負担や精神

的負担も抱えていると思われます。

○ 不妊治療を受ける夫婦においても、特定不妊治療
は保険が適用されず高額な医療費がかかるため、

経済的な負担が大きく 、その他、治療に伴う 身体

的負担や精神的負担も抱えていると思われます。

① 社会全体で子育てを応援する機運の醸成

③ 家庭の日の普及 ② 家庭の日の普及

Ⅵ Ⅵ第 編 基本施策及び施策の方向 第 編 基本施策及び施策の方向

② ココロねっ こ運動の推進 ① ココロねっ こ運動の推進
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【 具体的施策】 1-2 【 具体的施策】 1-2 
○ 不妊治療の保険適用後において、一部保険適用と
ならない先進医療等への助成を行います。

（ こども家庭課）

○ 国の不妊治療助成に対する施策に沿っ て、不妊に
悩むご夫婦へ治療費の助成を行います。

（ こども家庭課）

【 数値目標】 1-2 【 数値目標】 1-2 

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

不妊治療費助成組

数
— — — — 

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

特定不妊治療費助

成組数

（ H26
～30 
平均）

591
組
毎年

600
組

第２章 子どもや子育て家庭への支援 第２章 子どもや子育て家庭への支援

第１節 子どもの成長に応じた支援 第１節 子どもの成長に応じた支援

１ すべての子育て家庭を対象と した子育て支援サー

ビスの充実

１ すべての子育て家庭を対象と した子育て支援サー

ビスの充実

【 具体的施策】 2-1-1 【 具体的施策】 2-1-1 
○ インターネッ ト等を活用し、子育てに関する相談
支援を強化します。

（ こども未来課）

【 数値目標】 2-1-1 【 数値目標】 2-1-1 

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

こ ど も家庭セン

ター設置市町数
R4 ０市町 ６R  ７市町

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

子育て世代包括

支援センター設

置市町数

H30 市町4  R3 市町21  

２ 幼児期の教育・ 保育の充実 ２ 幼児期の教育・ 保育の充実

【 現状と課題】 2-1-2 【 現状と課題】 2-1-2 
○ 令和元年 月にスタートした幼児教育・ 保育の 10
無償化は、子どもたちに等しく 幼児教育・ 保育を

受ける機会を実質的に保障する意義があり まし

た。これにより 、全ての子どもたちが幼児期に生

きる力の基礎を身に付けるよう 、質の高い教育・

保育を提供する必要がますます高まっ ています。

○ 全国で保育所等における園児のバス内への置き
去り の事故等が発生している状況に鑑み、保育所

等の安全管理がより 一層徹底されるこ と が必要

です。

【 具体的施策】 2-1-2 【 具体的施策】 2-1-2 
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【 各年度における教育・ 保育の量の見込み並びに教

育・ 保育の提供体制の確保】

（ 県計： 人）

【 各年度における教育・ 保育の量の見込み並びに教

育・ 保育の提供体制の確保】

（ 県計： 人）

○ 県等が広域に、教育・ 保育に関する調査研究、教
育・ 保育に携わる者の研修、市町及び教育・ 保育

施設等に対する情報の提供及び助言その他必要

な施策を総合的に実施するための拠点（ 「 幼児教

育センター」 と いう 。 ） を活用し、域内全体の幼

児教育・ 保育施設の質の向上を図り ます。

（ こども未来課）

○ 県等が広域に、教育・ 保育に関する調査研究、教
育・ 保育に携わる者の研修、市町及び教育・ 保育

施設等に対する情報の提供及び助言その他必要

な施策を総合的に実施するための拠点（ 「 幼児教

育センター」 と いう 。 ） の体制づく り を検討しま

す。

（ こども未来課）

○ 保育者の専門性の向上を図るため、幼児教育の専
門的な知見や豊富な実践経験を有し、 域内の教

育・ 保育施設等への訪問支援等を通じて、教育内

容や指導方法、指導環境の改善等について助言等

を行う 者（「 幼児教育アドバイザー」 と いう 。） の

育成・ 配置を推進します。

（ こども未来課）

○ 保育者の専門性の向上を図るため、幼児教育の専
門的な知見や豊富な実践経験を有し、 域内の教

育・ 保育施設等への訪問支援等を通じて、教育内

容や指導方法、指導環境の改善等について助言等

を行う 者（「 幼児教育アドバイザー」 と いう 。） の

育成を検討します。

（ こども未来課）

４ 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環

境等の整備

４ 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環

境等の整備

（ １ ） 一人一人を確実に伸ばす確かな学力の育成 （ １ ） 一人一人を確実に伸ばす確かな学力の育成

【 具体的施策】 2-1-4(1) 【 具体的施策】 2-1-4(1) 
○ 高等学校においては、各学校で育成すべき資質・
能力を明確にし、学びの基礎診断等を活用しなが

ら、生きて働く 「 知識・ 技能」 の確実な習得を図

るカリ キュ ラム・ マネジメントを実現します。ま

た、１人１台端末や電子黒板、実物投影機などの

Ｉ ＣＴ 機器を活用しながら授業改善を進め、すべ

ての教科・ 科目において探究的な学習を推進しま

年齢区分・ 認定区分※ ・ 施

設区分

R1 
実績

R2 R3 R4 R5 R6 

～3 5
歳児

量の見込み 32, 993 33, 238 32, 371 31, 619 30, 846 30, 166 

号認定 1  11, 216 10, 752 10, 353 9, 967 9, 610 

号認定 2  22, 022 21, 619 21, 266 20, 879 20, 556 

確保方策 36, 861 36, 624 36, 599 36, 476 36, 476 

特定教育･保育

施設※
31, 878 31, 642 31, 617 31, 599 31, 590 

号認定    1  10, 181 10, 013 9, 944 9, 933 9, 916 

号認定    2  21, 697 21, 629 21, 673 21, 666 21, 674 

その他の施設 744 743 743 638 638 

確認を受けな

い幼稚園
4, 239 4, 239 4, 239 4, 239 4, 239 

～0 2
歳児

量の見込み 18, 496 17, 608 17, 576 17, 522 17, 415 17, 321 

確保方策 17, 829 18, 222 18, 568 18, 797 18, 974 

特定教育・ 保育

施設
17, 028 17, 422 17, 767 17, 997 18, 175 

地域型保育 356 355 356 355 354 

その他の施設 445 445 445 445 445 

教育・保育に従事する者の

必要見込人数
6, 628 6, 437 6, 369 6, 305 6, 227 6, 157 

教育・ 保育に従事する者の確

保方策
6, 437 6, 369 6, 305 6, 227 6, 157 

教育・保育の確保方策に関

して県が定める数（ ２号認

定）

設定しない

号3
認定

号1
認定

号2
認定

年齢区分・ 認定区分※ ・ 施
設区分

R1 
実績

R2 R3 R4 R5 R6 

～3 5
歳児

量の見込み 32, 993 33, 238 32, 371 31, 619 30, 481 29, 619 

号認定 1  11, 216 10, 752 10, 353 9, 297 8, 886 

号認定 2  22, 022 21, 619 21, 266 21, 184 20, 733 

確保方策 36, 861 36, 624 36, 599 36, 417 36, 190 

特定教育･保育

施設※
31, 878 31, 642 31, 617 32, 179 31, 952 

号認定    1  10, 181 10, 013 9, 944 10, 018 9, 957 

号認定    2  21, 697 21, 629 21, 673 22, 161 21, 995 

その他の施設 744 743 743 493 493 

確認を受けな

い幼稚園
4, 239 4, 239 4, 239 3, 745 3, 745 

～0 2
歳児

量の見込み 18, 496 17, 608 17, 576 17, 522 16, 893 16, 924 

確保方策 17, 829 18, 222 18, 568 18, 272 18, 585 

特定教育・ 保育

施設
17, 028 17, 422 17, 767 17, 393 17, 707 

地域型保育 356 355 356 361 360 

その他の施設 445 445 445 518 518 

教育・保育に従事する者の

必要見込人数
6, 628 6, 437 6, 369 6, 305 6, 079 6, 026 

教育・ 保育に従事する者の確

保方策
6, 437 6, 369 6, 305 6, 079 6, 026 

教育・保育の確保方策に関

して県が定める数（ ２号認

定）

設定しない

号3
認定

号1
認定

号2
認定
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す。 さ らに、「 社会に開かれた教育課程」 の理念

の実現を目指すために、地域や社会と のつながり

を意識した学習を進め、「 主体的・ 対話的で深い

学び」 の実現を目指します。

（ 高校教育課）

○ 小・ 中学校においては、市町教育委員会や関係機
関と連携しながら、異文化交流を含む先進的な取

組等を推進すると と もに、教員を対象と した研修

を充実させること により 、児童生徒の英語による

発信力の強化を目指します。高等学校では、小・

中学校で身に付けた基礎を踏まえ、授業の改善を

図ると と もに、生徒たちの英語によるコミ ュ ニケ

ーショ ン能力を育成するための更なる取組を行

います。

（ 義務教育課、高校教育課）

○ 小学校において、効果的な外国語教育の在り方を
研究するこ と により 、小中連携による英語教育の

より 一層の充実を図り ます。中学校では、英語の

基礎力向上を目指し、県独自の英単語・ 表現学習

教材「 ＲＩ ＳＥ ＵＰ ＥＮＧＬ Ｉ ＳＨ」 を活用

し、中学校卒業までに身に付けてほしい単語や表

現等の確かな定着を図り ます。高等学校では、

小・ 中学校で身に付けた基礎を踏まえ、授業の改

善を図ると と もに、生徒たちの英語によるコミ ュ

ニケーショ ン能力を育成するための更なる取組

を行います。

（ 義務教育課、高校教育課）

○ 高等学校においては、各学校で育成すべき資質・
能力を明確にし、学びの基礎診断等を活用しなが

ら、生きて働く 「 知識・ 技能」 の確実な習得を図

るカリ キュ ラム・ マネジメントを実現します。ま

た、 人 台端末や電子黒板、実物投影機などの1 1
Ｉ ＣＴ 機器を活用しながら授業改善を進め、すべ

ての教科・ 科目において探究的な学習を推進しま

す。 さ らに、「 社会に開かれた教育課程」 の理念

の実現を目指すために、地域や社会と のつながり

を意識した学習を進め、「 主体的・ 対話的で深い

学び」 の実現を目指します。

（ 高校教育課）

○ 小規模高校等への遠隔授業の配信など、 を活 ICT
用して学校が所在する地域に関わらず多様な学

びの選択肢を提供すると と もに、個々の生徒の興

味・ 関心や習熟度に応じた学びや、他校や学校以

外の場所と もつながる協働的な学びを実現しま

す。

（ 教育 推進室）DX  

（ ４ ） 信頼される学校づく り （ ４ ） 信頼される学校づく り

【 現状と課題】 2-1-4(4) 【 現状と課題】 2-1-4(4) 
○ 教員の長時間労働など、教職に対するマイナスな
イメージが先行する中、教職員の労働環境改善、

教職の魅力発信、人材の確保等を一体的に進めて

いく 必要があり ます。

【 具体的施策】 2-1-4(4) 【 具体的施策】 2-1-4(4) 
○ 令和 年度から令和 年度までの 年間を計画3 12 10
期間と する、「 第三期長崎県立高等学校改革基本

方針」 を策定し、生徒が「 変化の激しい社会にお

いて自立的に生き、社会の形成に参画する力」 や

「 ふるさと 長崎への愛着と誇り を持ち、本県の未

来を担う 力」を身に付けること を目指した教育制

度の改革や適正配置等に取り組み、活力と魅力に

溢れた県立高等学校づく り を推進します。

○ 令和 年度から令和 年度までの 年間を計画3 12 10
期間と する、「 第三期長崎県立高等学校改革基本

方針」 を策定し、生徒が「 変化の激しい社会にお

いて自立的に生き、社会の形成に参画する力」 や

「 ふるさと 長崎への愛着と誇り を持ち、本県の未

来を担う 力」 を身に付けること を目指した教育制

度の改革や適正配置等に取り組み、活力と魅力に

溢れた県立高等学校づく り を推進します。
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（ 高校教育課） （ 総務課）

○ 教員が子どもたちの成長のために全力で職務に
取り組むこと ができるよう 、民間や地域の方々の

理解と協力を得ながら、分業化を進めるなど教員

の職場環境を改善するための取組を推進します。

併せて、教職の魅力発信やマッ チングシステム構

築などにより 、教員のなり手不足を解消し、学校

教育の充実を図り ます。

（ 義務教育課）

○ 高等学校が持続的な地域創生の核と しての意識
を持っ て、市町と連携した県立高校の魅力化を推

進します。

（ 高校教育課）

○ 教育施策や学校の取組などを、 や各種メディ SNS
アを通して積極的に発信していきます。

（ 教育政策課）

５ 未来の親・ 未来を担う 人材の育成 ５ 未来の親・ 未来を担う 人材の育成

（ ４ ） キャ リ ア教育※ ・ 職業教育の推進 （ ４ ） キャ リ ア教育※ ・ 職業教育の推進

【 具体的施策】 2-1-5(4) 【 具体的施策】 2-1-5(4) 
○ ふるさと に愛着と誇り をもち、将来「 ふるさと の
未来を担う 人材」 を育成するため、「 地域の魅力

を心と記憶に刻む」 、「 地域の産業や人材と出会

う 」を大きな柱と しながら小中高一体と なっ たふ

るさと 教育を推進し、系統的なふるさと教育のカ

リ キュ ラム、体制づく り の開発・ 普及に取り組み

ます。

（ 義務教育課）

○ 子どもたちに「 夢・ 憧れ・ 志」 を育むためのモデ
ル事業の成果等を踏まえ、今後は、中学校におい

て、地域の協力を得ながら、ふるさと を活性化し

よう と する職業体験学習プログラムの開発・ 普及

に取り組みます。

（ 義務教育課）

（ ５ ） 若者の就業支援 （ ５ ） 若者の就業支援

【 具体的施策】 2-1-5(5) 【 具体的施策】 2-1-5(5) 
○ 長崎労働局、ハローワーク、市町、経済団体、県
内企業及び高校や大学等と連携を取り ながら、合

同企業面談会、職場体験・ 見学会等の就業支援策

を実施すると と もに、 フレッ シュ ワーク ※などの

就業支援施設において、個別カウンセリ ングや、

各種セミ ナー、職場体験等の就業支援策を実施す

ること により若者の県内就職の促進を図り ます。

【 、 掲載】 （ 未来人材課、雇用労働政2-1-5(5) 3-3
策課）

○ 長崎労働局、ハローワーク、市町、経済団体、県
内企業及び高校や大学等と連携を取り ながら、合

同企業面談会、職場体験・ 見学会等の就業支援策

を実施すると と もに、 フ レッ シュ ワーク ※などの

就業支援施設において、個別カウンセリ ングや、

各種セミ ナー、職場体験等の就業支援策を実施す

ること により若者の県内就職の促進を図り ます。

【 、 掲載】 （ 若者定着課、雇用労働政2-1-5(5) 3-3
策課）

（ ６ ） 困難を抱える子ども・ 若者※の支援 （ ６ ） 困難を抱える子ども・ 若者※の支援

【 具体的施策】 2-1-5(6)  【 具体的施策】 2-1-5(6)  
○ 特別支援学校においては、在籍する児童生徒の発 ○ 特別支援学校においては、在籍する児童生徒の発
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達段階等に応じたキャ リ ア教育※ を積極的に推進

すると と もに、スポーツのイベントや体験活動を

通して関係機関と連携し、企業側の障害者雇用へ

の理解促進を図るなど、就労支援の充実に努めま

す。

【 、 掲載】 （ 特別支援教育課）2-1-5(6) 4-2-1  

達段階等に応じたキャ リ ア教育を積極的に推進

するなど、職業教育の一層の充実を図ると と も

に、関係機関と連携し、企業側の障害者雇用への

理解促進を図るなど、就労支援の充実に努めま

す。

【 、 掲載】 （ 特別支援教育課）2-1-5(6) 4-2-1  

６ 子育てにかかる経済的支援 ６ 子育てにかかる経済的支援

【 具体的施策】 2-1-6 【 具体的施策】 2-1-6 
○ 就学前のすべての乳幼児を対象と した乳幼児医
療費助成及び高校生世代を対象と した子どもの

医療費助成については、事業主体である市町と十

分協議しながら、必要な支援を行います。

【 、 掲載】 （ こども家庭課）2-1-6 2-2-2  

○ 就学前のすべての乳幼児を対象と した乳幼児医
療費助成については、事業主体である市町と 十分

協議しながら、必要な支援を行います。

【 、 掲載】 （ こども家庭課）2-1-6 2-2-2  

第２節 子どもの健やかな育ちへの支援 第２節 子どもの健やかな育ちへの支援

２ 小児保健医療等の充実

【 具体的施策】 2-2-2 
○ 就学前のすべての乳幼児を対象と した乳幼児医
療費助成及び高校生世代を対象と した子どもの

医療費助成については、事業主体である市町と十

分協議しながら、必要な支援を行います。

【 、 掲載】 （ こども家庭課）2-1-6 2-2-2

２ 小児保健医療等の充実

【 具体的施策】 2-2-2 
○ 就学前のすべての乳幼児を対象と した乳幼児医
療費助成については、事業主体である市町と十分

協議しながら、必要な支援を行います。

【 、 掲載】 （ こども家庭課）2-1-6 2-2-2

５ ヤングケアラーに対する支援の強化

【 現状と課題】 2-2-5 

○ 少子高齢化、核家族化の進展等の社会環境の変化
によっ て、ケアラーに関する社会問題が顕在化し

ています。特に、ヤングケアラーは、家族の介護

等により 、年齢や成長の度合いに見合わない負担

が生じ、本人の育ちや教育に影響があると いっ た

課題があり ます。また、本人や家族に自覚がない

などの理由から支援が必要であっ ても表面化し

にく い構造と なっ ています。

○ ヤングケアラーの支援体制を強化するためには、
県民等が問題を理解し、ヤングケアラーが孤立し

ないよう 地域全体で支える機運を醸成していく

こ と や、児童、教育など関係する庁内部局で連携

すると と もに、市町、関係機関・ 団体等の協力の

もと 、支援施策を推進する体制を構築すること が

重要です。

○ 本県では、ヤングケアラーを含むケアラー支援に
関し、令和４年１０月に「 長崎県ケアラー支援条

例」 が制定されました（ 令和５年４月施行） 。同

条例では、県の責務と して、「 ケアラーに関する
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介護、障害者及び障害児の支援、医療、教育、児

童の福祉等の制度間の調整を図り つつ、離島、へ

き地及び中山間地域の地域性及び特殊性を踏ま

え、ケアラー支援に関する施策を総合的かつ計画

的に実施する」 こ と が規定されています。

【 具体的施策】 2-2-5 
○ 支援を必要と しているヤングケアラーの早期発
見や適切な支援につなげる施策を検討するため、

ヤングケアラー本人が抱えている悩みのほか、関

係機関における取組状況などの実態調査を行い

ます。

（ こども家庭課）

○ 長崎県ケアラー支援条例に基づき、有識者や当事
者の意見を聞きながら、施策を総合的かつ計画的

に実施するための「 長崎県ケアラー支援推進計

画」 を策定し、今後の県のヤングケアラー支援に

関する基本方針と具体的施策を定めます。

（ 長寿社会課、こども家庭課）

○ 県民にヤングケアラーに対する理解を深めてい
ただく と と もに、地域で支えていく 仕組みを構築

し、 「 長崎県ケアラー支援推進計画」 に沿っ て、

広報啓発、支援を担う 人材の育成、連携協力体制

の整備、民間支援団体による支援等に取り組みま

す。

（ 長寿社会課、こども家庭課）

第３節 家庭・ 地域・ 学校等の連携による子どもの育

成

第３節 家庭・ 地域・ 学校等の連携による子どもの育

成

１ 家庭教育※への支援の充実

【 具体的施策】 2-3-1 
○ ココロねっ こ運動※ を推進し、県民総ぐ るみで、

子どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる

環境を整備し、安心して子どもを生み育てること

のできる社会の実現を目指します。

【 、 、 、 掲載】 （ こども2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-2
未来課）

１ 家庭教育※への支援の充実

【 具体的施策】 2-3-1 
○ ココロねっ こ運動※ を推進し、県民総ぐ るみで、

子どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる

環境を整備し、安心して子どもを生み育てること

のできる社会の実現を目指します。

【 、 、 、 掲載】 （ こども2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-1
未来課）

２ 地域の教育力・ 養育力の向上 ２ 地域の教育力・ 養育力の向上

（ １ ） 子育て支援のネッ トワークづく り （ １ ） 子育て支援のネッ トワークづく り

【 具体的施策】 2-3-2(1) 【 具体的施策】 2-3-2(1) 
○ ココロねっ こ運動※ を推進し、県民総ぐ るみで、

子どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる

環境を整備し、安心して子どもを生み育てること

のできる社会の実現を目指します。

【 、 、 、 掲載】 （ こども2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-2

○ ココロねっ こ運動※ を推進し、県民総ぐ るみで、

子どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる

環境を整備し、安心して子どもを生み育てること

のできる社会の実現を目指します。

【 、 、 、 掲載】 （ こども2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-1
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未来課） 未来課）

○ インターネッ ト等を利用して、育児、発育等に関
する情報や地域の子育て支援のサービス、子育て

サークル、子育てを応援する企業・ 店舗の情報等

をわかり やすく 発信します。

（ こども未来課）

○ インターネッ ト等を利用して、育児、発育等に関
する情報や地域の子育て支援のサービス、子育て

サークルの情報等をわかり やすく 発信します。

（ こども未来課）

○ 子育てを応援する企業・ 店舗を募集、登録し、社
会全体で子育てを支援する機運の醸成を図り ま

す。

（ こども未来課）

（ ２ ）地域の資源を活用した多様な体験活動の機会の

充実

（ ２ ） 地域の資源を活用した多様な体験活動の機会の

充実

【 具体的施策】 2-3-2(2) 【 具体的施策】 2-3-2(2) 
○ 農山漁村地域における農泊※の受入体制を強化す

るため、農林漁業体験指導を行う インストラクタ

ーの育成や農林漁業体験プログラム作成など実

践組織の取組を支援します。

（ 農山村振興課）

○ 農山漁村地域における農泊※の受入体制を強化す

るため、農林漁業体験指導を行う インストラクタ

ーの育成や農林漁業体験プログラム作成など実

践組織の取組を支援します。

（ 農山村対策室）

○ スポーツにより 、子どもたちに夢や感動を与え、
また、郷土愛を育むために、スポーツ合宿の誘致

によるスポーツ交流の実施や国際大会等の誘致

を行う と と もに、 プロスポーツク ラ ブと 連携し

て、子どもたちがスポーツに触れる機会の充実に

努めます。

（ スポーツ振興課）

○ スポーツにより 、子どもたちに夢や感動を与え、
また、郷土愛を育むために、スポーツ合宿の誘致

によるスポーツ交流の実施や大会の誘致を行う

と と もに、プロスポーツクラブと 連携して、子ど

もたちがスポーツに触れる機会の充実に努めま

す。

（ スポーツ振興課）

○ 学校行事の一環と して長崎県美術館および長崎
歴史文化博物館を利用するためのスクールプロ

グラムを引き続き実施し、子どもたちが楽しく 学

べる場を提供します。また、学校への広報活動を

展開すると と もに、プログラムの具体的な活用方

法の提案など、双方向的な調整を行う こと で実効

的な活動内容と なるよう 努め、利用者の増加に取

り組みます。離島を含む遠隔地への対応と して、

テレビ会議システムを活用した遠隔授業を学校

と連携して行います。

（ 文化振興・ 世界遺産課）

○ 学校行事の一環と して長崎県美術館および長崎
歴史文化博物館を利用するためのスクールプロ

グラムを引き続き実施し、子どもたちが楽しく 学

べる場を提供します。また、学校への広報活動を

展開すると と もに、プログラムの具体的な活用方

法の提案など、双方向的な調整を行う こと で実効

的な活動内容と なるよう 努め、利用者の増加に取

り組みます。離島を含む遠隔地への対応と して、

テレビ会議システムを活用した遠隔授業を学校

と連携して行います。

（ 文化振興課）

○ 長崎県美術館および長崎歴史文化博物館におい
て、ワークショ ッ プなどの体験を通して楽しく 学

べる場を提供すると と もに、地元の大学やボラン

ティ アと 連携を図り 、 活動内容を充実させるな

ど、多く の県民に親しんでいただけるよう 努めま

す。

（ 文化振興・ 世界遺産課）

○ 長崎県美術館および長崎歴史文化博物館におい
て、ワークショ ッ プなどの体験を通して楽しく 学

べる場を提供すると と もに、地元の大学やボラン

ティ アと 連携を図り 、活動内容を充実させるな

ど、多く の県民に親しんでいただけるよう 努めま

す。

（ 文化振興課）

13



○ 県内各地で展開する様々な公演・ 展覧会等におい
て、親子で一緒に楽しめるよう なプログラムの充

実を図り ます。

（ 文化振興・ 世界遺産課）

○ 県内各地で展開する様々な公演・ 展覧会等におい
て、親子で一緒に楽しめるよう なプログラムの充

実を図り ます。

（ 文化振興課）

○ 新幹線を今後、長く 利用する子どもたちに対し
て、西九州新幹線を利用する機会を増やし、駅周

辺のまちの変化や地域の時事問題等の理解促進

を図っ てまいり ます。

（ 新幹線対策課）

（ ３ ） 社会教育における人権教育・ 啓発の推進 （ ３ ） 社会教育における人権教育・ 啓発の推進

【 現状と課題】 2-3-2(3) 【 現状と課題】 2-3-2(3) 
○ 子どもをはじめ県民一人ひと り の人権が尊重さ
れる社会の実現を目指して、研修会や講座、イベ

ントなど、あらゆる機会や場を通し、国、市町、

関係団体等と 連携して社会教育における人権教

育・ 啓発を進めていますが、依然と して、女性、

子ども、高齢者、障害のある人への暴力や差別、

被差別部落や外国人、性的少数者などに対する偏

見や差別等の人権問題が生じています。

○ 子どもをはじめ県民一人ひと り の人権が尊重さ
れる社会の実現を目指して、研修会や講座、イベ

ントなど、あらゆる機会や場を通し、国、市町、

関係団体等と 連携して社会教育における人権教

育・ 啓発を進めていますが、依然と して、女性、

子ども、高齢者、障害のある人への暴力や差別、

被差別部落や外国人などに対する偏見や差別等

の人権問題が生じています。

【 数値目標】 ３2-3-2( ) 

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

人権意識を持っ

て生活している

と思う 人の割合

R2 78.7% R6 ％83  

第３章 仕事と 生活が調和する社会の実現 第３章 仕事と生活が調和する社会の実現

第１節 仕事と生活の調和※の実現のための働き方の

見直し

第１節 仕事と生活の調和※の実現のための働き方の

見直し

２ 企業における取組の推進 ２ 企業における取組の推進

【 具体的施策】 ２3-1-  【 具体的施策】 ２3-1-  
○ ココロねっ こ運動※ を推進し、県民総ぐ るみで、

子どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる

環境を整備し、安心して子どもを生み育てること

のできる社会の実現を目指します。

【 、 、 、 掲載】 （ こども2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-2
未来課）

○ ココロねっ こ運動※ を推進し、県民総ぐ るみで、

子どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる

環境を整備し、安心して子どもを生み育てること

のできる社会の実現を目指します。

【 、 、 、 掲載】 （ こども2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-1
未来課）

○ 男性の育児休業の取得促進等に取り 組む県内企
業を支援し、従業員が子育てしやすい魅力的な職

場づく り を促進します。

（ 雇用労働政策課）

第２節 仕事と 子育ての両立のための基盤整備 第２節 仕事と子育ての両立のための基盤整備

【 数値目標】 3-2 【 数値目標】 3-2 
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数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

放課後児童クラ ブ

待機児童数
H30 人53  毎年 人0  

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

放課後児童クラ ブ

待機児童数
H30 人53  ２R  人0  

第 節 結婚、妊娠・ 出産、子育ての希望が叶う 社会3  
の実現

第 節 結婚、妊娠・ 出産、子育ての希望が叶う 社会3  
の実現

【 具体的施策】 ３ ３-  【 具体的施策】 ３ ３-  
○ 長崎労働局、ハローワーク、市町、経済団体、県
内企業及び高校や大学等と連携を取り ながら、合

同企業面談会、職場体験・ 見学会等の就業支援策

を実施すると と もに、 フレッ シュ ワーク ※などの

就業支援施設において、個別カウンセリ ングや各

種セミ ナー等の就業支援策を実施するこ と によ

り若者の県内就職の促進を図り ます。

【 、 掲載】 （ 未来人材課、雇用労働政2-1-5(5) 3-3
策課）

○ 女性のための就業相談窓口「 ウーマンズジョ ブほ
っ と ステーショ ン」 において、就業相談などを行

い、出産、子育て、介護等のライフステージに応

じたキャ リ ア形成支援の充実を図り ます。

（ 男女参画・ 女性活躍推進室、こども家庭課、雇用労

働政策課）

○ 長崎労働局、ハローワーク、市町、経済団体、県
内企業及び高校や大学等と連携を取り ながら、合

同企業面談会、職場体験・ 見学会等の就業支援策

を実施すると と もに、 フ レッ シュ ワーク ※などの

就業支援施設において、個別カウンセリ ングや各

種セミ ナー等の就業支援策を実施するこ と によ

り若者の県内就職の促進を図り ます。

【 、 掲載】 （ 若者定着課、雇用労働政2-1-5(5) 3-3
策課）

○ 女性のための就業相談窓口「 ウーマンズジョ ブほ
っ と ステーショ ン」 において、就業相談、就職・

キャ リ アアッ プセミ ナーなどを行い、出産、子育

て、介護等のライフステージに応じたキャ リ ア形

成支援の充実を図り ます。

（ 男女参画・ 女性活躍推進室、こども家庭課、雇用労

働政策課）

○ 県外在住の移住検討者に向けて、本県の子育て環
境を分かり やすく 情報発信するほか、東京圏から

の移住者に対する支援金について子育て加算を

実施するなど、子育て世帯の移住の促進を図り ま

す。

（ 地域づく り 推進課）

第４章 きめ細かな対応が必要な子どもと親への支援第４章 きめ細かな対応が必要な子どもと親への支援

第１節 いじめ・ 不登校※ 、児童虐待防止対策等の推進第１節 いじめ・ 不登校※ 、児童虐待防止対策等の推進

１ いじめ・ 不登校等対策 １ いじめ・ 不登校等対策

【 具体的施策】 4-1-1 【 具体的施策】 4-1-1 
○ 不登校※やいじめなど、児童生徒が抱える心の問

題や発達上の課題等への対応を適切に行う ため、

状況に応じて学校にスクールカウンセラー※ を適

切に配置すると と もに、スクールカウンセラー未

配置校には、臨床心理士などを派遣します。さら

に、 スクールソーシャルワーカー※の配置や、 ２

４時間子供ＳＯＳダイヤル（ 親子ホッ トライン）
※やメール相談、 SNS※相談など、教育相談体制

の充実に引き続き取り組みます。また、「 不登校

支援コンセプト」 や「 望ましい人間関係を育む活

○ 不登校※やいじめなど、児童生徒が抱える心の問

題や発達上の課題等への対応を適切に行う ため、

状況に応じて学校にスクールカウンセラー※ を適

切に配置すると と もに、スクールカウンセラー未

配置校には、臨床心理士などを派遣します。さら

に、 スクールソーシャルワーカー※の配置や、 ２

４時間子供ＳＯＳダイヤル（ 親子ホッ トライン）
※やメール相談、 SNS※相談など、教育相談体制

の充実に引き続き取り組みます。また、「 カウン

セリ ングリ ーダー養成研修」等の実施により 教職
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動事例集」 など、教員向けのガイドライン・ 事例

集の周知・ 活用や「 カウンセリ ングリ ーダー養成

研修」 等研修を充実すること により 、教職員の教

育相談に関する資質の向上に努めます。

【 、 掲載】 （ 児童生徒支援課）4-1-1 5-2-2(4)  

員の教育相談に関する資質の向上に努め、教職員

と スク ールカウンセラー等の一層の連携を図り

ます。

【 、 掲載】 （ 児童生徒支援課）4-1-1 5-2-2(4)  
○ 美術館などの文化施設、青少年教育施設、地元ス
ポーツクラブ等と連携し、多様な学びや体験の場

を創出すること で、不登校児童生徒が将来の社会

的自立に向け、確かな一歩を踏み出すこと ができ

るよう な支援を推進します。

（ 児童生徒支援課）

○ 警察においても、いじめに対して必要な対応を的
確に行う ため、学校等と の連携を緊密に行い、事

案ごと に最も効果的な解決策及び再発防止策を

講ずるよう に努めます。

（ 警察本部人身安全・ 少年課）

○ 警察においても、いじめに対して必要な対応を的
確に行う ため、学校等と の連携を緊密に行い、事

案ごと に最も効果的な解決策及び再発防止策を

講ずるよう に努めます。

（ 警察本部少年課）

２ 児童虐待防止対策の充実 ２ 児童虐待防止対策の充実

（ ２ ） 市町や関係機関と の役割分担及び連携の推進 （ ２ ） 市町や関係機関と の役割分担及び連携の推進

【 具体的施策】 4-1-2(2) 【 具体的施策】 4-1-2(2) 
○ 警察においては、児童虐待を認知した場合は児童
相談所へ通告を行う など、迅速かつ適切な対応に

努めると と もに、要保護児童対策地域協議会等に

より 、児童相談所や市町等関係機関と情報を共有

して連携の強化に努めます。

（ 警察本部人身安全・ 少年課）

○ 警察においては、児童虐待を認知した場合は児童
相談所へ通告を行う など、迅速かつ適切な対応に

努めると と もに、要保護児童対策地域協議会等に

より 、児童相談所や市町等関係機関と情報を共有

して連携の強化に努めます。

（ 警察本部少年課）

３ 社会的養護体制の充実 ３ 社会的養護体制の充実

（ ２ ） 施設機能の見直し （ ２ ） 施設機能の見直し

【 具体的施策】 4-1-3(2) 【 具体的施策】 4-1-3(2) 
○ 地域の関係機関との連携強化を図ると と もに、支
援が必要な家庭に対する相談・ 通所・ 在宅支援等

の充実を図るため、施設の市町要保護児童対策地

域協議会への参画を促進します。

（ こども家庭課）

○ 地域の関係機関との連携強化を図ると と もに、支
援が必要な家庭に対する相談・ 通所・ 在宅支援等

の充実を図るため、施設の市町要保護児童地域対

策協議会への参画を促進します。

（ こども家庭課）

（ ４ ） 自立支援策の強化 （ ４ ） 自立支援策の強化

【 具体的施策】 4-1-3(4) 【 具体的施策】 4-1-3(4) 
○ 里親※や児童養護施設※等への措置が解除と なっ

た子ども等に対し、自立のための支援を継続して

行う こと が適当な場合は、個々の状況に応じて引

き続き必要な支援を行います。

（ こども家庭課）

○ 里親※ や児童養護施設※等への措置が解除と なっ

た子ども等に対し、自立のための支援を継続して

行う こと が適当な場合は、原則２２歳に達する日

の属する年度末まで、個々の状況に応じて引き続

き必要な支援を行います。

（ こども家庭課）
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（ ６ ） 子どもの権利擁護の強化 （ ６ ） 子どもの権利擁護の強化

【 具体的施策】 4-1-3(6) 【 具体的施策】 4-1-3(6) 
○ 意見表明支援員（ アドボケイト） による意見聴取
や意見表明支援及び代弁を行う 仕組みを整備し、

児童福祉施設や一時保護所等で生活する子ども

の意見表明権を保障します。

（ こども家庭課）

４ 非行少年の立ち直り支援 ４ 非行少年の立ち直り支援

【 具体的施策】 4-1-4 【 具体的施策】 4-1-4 
○ 警察では、問題のある少年の立ち直り やその家庭
（ 保護者）を支援する活動を少年警察活動の重要

な活動の一つと しています。少年サポートセンタ

ー※ を中心と し、地元警察署と連携して、こども・

女性・ 障害者支援センター※ 、学校、保護司、少

年警察ボランティ ア ※などの関係機関・ 団体と適

切な役割分担の下、継続補導、家庭訪問活動等に

より 、家庭や少年に対してきめ細かな継続支援を

推進します。

（ 警察本部人身安全・ 少年課）

○ 警察では、問題のある少年の立ち直り やその家庭
（ 保護者） を支援する活動を少年警察活動の重要

な活動の一つと しています。少年サポートセンタ

ー※ を中心と し、地元警察署と連携して、こども・

女性・ 障害者支援センター※ 、学校、保護司、少

年警察ボランティ ア ※などの関係機関・ 団体と 適

切な役割分担の下、継続補導、家庭訪問活動等に

より 、家庭や少年に対してきめ細かな継続支援を

推進します。

（ 警察本部少年課）

第２節 障害児施策の充実 第２節 障害児施策の充実

１ 障害のある子どもと 親への支援 １ 障害のある子どもと親への支援

【 現状と課題】 4-2-1 【 現状と課題】 4-2-1 
○ 特別支援教育を全県的、中・ 長期的な視点に立っ
て、計画的に推進していく ために、県と しての基

本方針や施策の方向性を示した「 第二期長崎県特

別支援教育推進基本計画」 を策定し、本県の特別

支援教育の推進に取り組んでいます。

○ 特別支援教育を全県的、中・ 長期的な視点に立っ
て、計画的に推進していく ために、県と しての基

本方針や施策の方向性を示した「 長崎県特別支援

教育推進基本計画」 を策定し、本県の特別支援教

育の推進に取り組んでいます。

○ 令和３年９月に「 医療的ケア児及びその家族に対
する支援に関する法律」 が施行され、医療的ケア

児に対する教育及び保育を行う 体制の拡充が図

られるよう 、看護師等の配置その他必要な措置を

講じる必要があり ます。

【 具体的施策】 4-2-1 【 具体的施策】 4-2-1 
○ 特別支援学校においては、在籍する児童生徒の発
達段階等に応じたキャ リ ア教育※ を積極的に推進

すると と もに、スポーツのイベントや体験活動を

通して関係機関と連携し、企業側の障害者雇用へ

の理解促進を図るなど、就労支援の充実に努めま

す。

【 、 掲載】 （ 特別支援教育課）2-1-5(6) 4-2-1  

○ 特別支援学校においては、在籍する児童生徒の発
達段階等に応じたキャ リ ア教育※ を積極的に推進

するなど、職業教育の一層の充実を図ると と も

に、関係機関と連携し、企業側の障害者雇用への

理解促進を図るなど、就労支援の充実に努めま

す。

【 、 掲載】 （ 特別支援教育課）2-1-5(6) 4-2-1  
○ 重症心身障害児等の医療的ケアが必要な小児※等

を日常的に介護している家族の負担を軽減する

○ 重症心身障害児等の医療的ケアが必要な小児※等

を日常的に介護している家族の負担を軽減する
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ため、医療機関の空床や訪問看護を活用し、レス

パイトを提供できる体制の構築を図り ます。

（ 障害福祉課）

ため、在宅重症心身障害児者短期入所支援事業を

引き続き実施します。

（ 障害福祉課）

○ 医療的ケアが必要な小児等が、保育所等の利用を
希望する場合、 その受け入れが可能と なるよう 、

必要な助成の実施など、市町及び保育所等を支援

します。

（ こども未来課）

○ 医療的ケアが必要な小児等が、保育所等の利用を
希望する場合、 その受け入れが可能と なるよう 、

マニュ アルを作成するなど、市町及び保育所等を

支援します。

（ こども未来課）

第５章 安全・ 安心な子育ての環境づく り 第５章 安全・ 安心な子育ての環境づく り

第１節 子どもを取り巻く 有害環境対策の推進 第１節 子どもを取り巻く 有害環境対策の推進

【 具体的施策】 5-1 【 具体的施策】 5-1 
○ 少年保護育成関係機関等と連携し、各販売店やビ
デオレンタル店等に対する立入り 、指導を行う と

と もに、長崎県少年保護育成条例※ に基づく 、少

年に対する有害図書類の貸出し・ 販売事犯等の指

導取締り 、出会い系サイトやＳＮＳに係る児童買

春・ 児童ポルノ事犯等各種違反の取締り を更に積

極的に行います。

（ 警察本部人身安全・ 少年課）

○ 少年保護育成関係機関等と連携し、各販売店やビ
デオレンタル店等に対する立入り 、指導を行う と

と もに、長崎県少年保護育成条例※ に基づく 、少

年に対する有害図書類の貸出し・ 販売事犯等の指

導取締り 、出会い系サイトやＳＮＳに係る児童買

春・ 児童ポルノ事犯等各種違反の取締り を更に積

極的に行います。

（ 警察本部少年課）

○ インターネッ ト上の有害情報などから子どもを
守るため、携帯電話販売業者をはじめと する関係

業界等と連携し、 フ ィ ルタリ ング ※の普及やイン

ターネッ ト利用のルールづく り など、メディ アと

の正しい付き合い方について広報啓発を推進し

ます。

（ こども未来課、警察本部人身安全・ 少年課）

○ インタ ーネッ ト上の有害情報などから子どもを
守るため、携帯電話販売業者をはじめと する関係

業界等と連携し、 フ ィ ルタ リ ング ※の普及やイン

ターネッ ト利用のルールづく り など、メディ アと

の正しい付き合い方について広報啓発を推進し

ます。

（ こども未来課、警察本部少年課）

○ 親や子どものメ ディ アリ テラ シー力の向上のた
めに、学校等へのメディ ア安全指導員の派遣や、

幼児教育関係者向けの研修により 、子どもや保護

者等に対し、情報機器と の適切なかかわり を学ぶ

機会を提供します。

（ こども未来課）

○ インタ ーネッ トを利用したいじめや犯罪等から
子どもたちを守るため、ＳＮＳやブログ・ プロフ

サイトなどを監視する「 ネッ トパトロール※ 」 を

学校や 等地域で実施していただく 手法を講PTA
習します。

（ こども未来課）

第２節 子ども等の安全の確保 第２節 子ども等の安全の確保

２ 子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進２ 子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

（ ２ ） 関係機関・ 団体等と連携したパトロール活動の

推進

（ ２ ） 関係機関・ 団体等と連携したパトロール活動の

推進

【 具体的施策】 5-2-2(2) 【 具体的施策】 5-2-2(2) 
○ 地域住民、関係機関・ 団体と連携し、学校周辺、
通学路及び遊び場周辺等での地域安全パトロー

ル、点検活動等、地域の実情に即したきめ細かな

活動を行います。

（ 警察本部人身安全・ 少年課）

○ 地域住民、関係機関・ 団体と連携し、学校周辺、
通学路及び遊び場周辺等での地域安全パトロー

ル、点検活動等、地域の実情に即したきめ細かな

活動を行います。

（ 警察本部少年課）
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○ 学校、家庭、地域と の連携強化に努めると と もに、
学校警察連絡協議会等の活用により 地域の警察

と 学校の連携を一層充実します。 また、 子ども

番の家110 ※や「 地域安全マッ プ」 等を活用し、

児童生徒の防犯意識の向上に努めます。

（ 児童生徒支援課、警察本部人身安全・ 少年課）

○ 学校、家庭、地域と の連携強化に努めると と もに、
学校警察連絡協議会等の活用により 地域の警察

と 学校の連携を一層充実します。 また、子ども

番の家110 ※や「 地域安全マッ プ」 等を活用し、

児童生徒の防犯意識の向上に努めます。

（ 児童生徒支援課、警察本部少年課）

（ ４ ） 自殺対策の推進 （ ４ ） 自殺対策の推進

【 具体的施策】 5-2-2(4)  【 具体的施策】 5-2-2(4)  
○ 不登校※やいじめなど、児童生徒が抱える心の問

題や発達上の課題等への対応を適切に行う ため、

状況に応じて学校にスクールカウンセラー※ を適

切に配置すると と もに、スクールカウンセラー未

配置校には、臨床心理士などを派遣します。さら

に、 スクールソーシャルワーカー※の配置や、 ２

４時間子供ＳＯＳダイヤル（ 親子ホッ トライン）
※ 、メール相談、 相談など、教育相談体制のSNS
充実に引き続き取り組みます。また、「 不登校支

援コンセプト」 や「 望ましい人間関係を育む活動

事例集」 など、教員向けのガイドライン・ 事例集

の周知・ 活用や「 カウンセリ ングリ ーダー養成研

修」 等研修を充実すること により 、教職員の教育

相談に関する資質の向上に努めます。

【 、 掲載】 （ 児童生徒支援課）4-1-1 5-2-2(4)  

○ 不登校※やいじめなど、児童生徒が抱える心の問

題や発達上の課題等への対応を適切に行う ため、

状況に応じて学校にスクールカウンセラー※ を適

切に配置すると と もに、スクールカウンセラー未

配置校には、臨床心理士などを派遣します。さら

に、 スクールソーシャルワーカー※の配置や、 ２

４時間子供ＳＯＳダイヤル（ 親子ホッ トライン）
※ 、 メール相談、 相談など、教育相談体制のSNS
充実に引き続き取り組みます。また、「 カウンセ

リ ングリ ーダー養成研修」等の実施により教職員

の教育相談に関する資質の向上に努め、教職員と

スクールカウンセラ ー等の一層の連携を図り ま

す。

【 、 掲載】 （ 児童生徒支援課）4-1-1 5-2-2(4)  

３ 被害を受けた子どもへの支援 ３ 被害を受けた子どもへの支援

【 具体的施策】 5-2-3 【 具体的施策】 5-2-3 
○ 被害者支援連絡協議会（ 被害少年分科会） を通じ
て関係機関・ 団体と の連携を強化し、複雑、多様

化する少年被害問題に対し、多角的にきめ細かな

支援を行う と と もに、少年サポートセンターの少

年補導職員によるカウンセリ ングの実施、相談の

充実強化・ 継続的支援活動、「 被害少年カウンセ

リ ングアドバイザー制度」を活用した積極的な支

援活動を推進します。

（ 警察本部人身安全・ 少年課）

○ 被害者支援連絡協議会（ 被害少年分科会） を通じ
て関係機関・ 団体と の連携を強化し、複雑、多様

化する少年被害問題に対し、多角的にきめ細かな

支援を行う と と もに、少年サポートセンターの少

年補導職員によるカウンセリ ングの実施、相談の

充実強化・ 継続的支援活動、「 被害少年カウンセ

リ ングアドバイザー制度」 を活用した積極的な支

援活動を推進します。

（ 警察本部少年課）

第３節 子育てを支援する生活環境の整備 第３節 子育てを支援する生活環境の整備

２ 良質な居住環境の確保 ２ 良質な居住環境の確保

【 具体的施策】 5-3-2 【 具体的施策】 5-3-2 
○ 安心して子育てができるよう 、市町と共に、多子
世帯や新たに職住近接又は育住近接（ ３世代同

居・ 近居を含む） をするために中古住宅の取得や

改修する方への支援を行います 。

（ 住宅課）

○ 安心して子育てができるよう 、市町と共に、多子
世帯や新たに３世代（ 親、子、孫など） で同居・

近居するために中古住宅の取得や改修する方へ

の支援を行います 。

（ 住宅課）
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【 数値目標】 5-3-2 【 数値目標】 5-3-2 

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

子育て世帯が安心

し て子ど もを産み

育てるこ と のでき

る居住環境を支援

する市町数（ 累計）

R3 — R6 市町21  

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

多子世帯への支援

数や３世代同居・ 近

居開始数 H31 件66  毎年 件100  

４ 安心して外出できる環境の整備 ４ 安心して外出できる環境の整備

（ ２ ） 子育て世帯にやさしい施設等の整備 （ ２ ） 子育て世帯にやさしい施設等の整備

【 現状と課題】 5-3-4(2) 【 現状と課題】 5-3-4(2) 
○ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により 、「 公
園」と いう オープンスペースの価値が高まっ てい

るなか、障がいの有無に関わらず、すべての子ど

もが共に遊び、共に学べる場所が求められていま

す。

【 具体的施策】 5-3-4(2) 【 具体的施策】 5-3-4(2) 
○ 「 すべての子どもが一緒になっ て楽しく 安全に
遊べる広場」 の整備を推進します。

（ 都市政策課）

（ ３ ） 子育て世帯への情報提供 （ ３ ） 子育て世帯への情報提供

【 具体的施策】 5-3-4(3) 【 具体的施策】 5-3-4(3) 
○ これまで、（ 一社）長崎県観光連盟が運営する「 な
がさき旅ネッ ト 」 内でのバリ アフ リ ー情報や、県

が支援する民間のユニバーサルツーリ ズム推進

団体が運営する「 長崎県ユニバーサルツーリ ズム

センター」ホームページを通じて情報発信に努め

てきました。県内外の子育て家庭を含む多く の

方々に長崎県での安心した旅を楽しんでいただ

けるよう 、引き続き受入態勢の整備に取り組むと

と もに、情報発信に努めていきます。

（ 観光振興課）

○ これまで、民間のユニバーサルツーリ ズム推進団
体への支援を通じて、ユニバーサルツーリ ズムに

関するＷＥＢサイト 「 長崎県バリ アフ リ ー観光」

による情報発信に努めてきました。県内外の子育

て家庭を含む多く の方々に長崎県での安心した

旅を楽しんでいただけるよう 、引き続き受入態勢

の整備に取り組むと と もに、情報発信に努めてい

きます。

（ 観光振興課）

５ 安全・ 安心まちづく り の推進 ５ 安全・ 安心まちづく り の推進

【 具体的施策】 5-3-5 【 具体的施策】 5-3-5 
○ 都市公園※が犯罪行為の場所と ならないよう 、施

設計画や管理面での十分な配慮を継続して行い

ます。

（ 都市政策課）

○ 都市公園※が犯罪行為の場所と ならないよう 、施

設計画や管理面での十分な配慮を継続して行い

ます。

（ 道路維持課）

第６章 県民総ぐ るみの子育て支援 第６章 県民総ぐ るみの子育て支援

第１節 社会全体で子育てを応援する機運の醸成

【 現状と課題】 6-1 
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○ 平成 年度から、子育てを応援する機運を高め、 18
子ども・ 子育てにやさしい社会づく り を推進する

ため、「 ながさき子育て応援の店事業」 を推進し

ています。

○ 平成 年度から、子どもを産み育てやすい環境 27
を整備するため、子育てを応援するポータルサイ

トを開設して情報発信を行っ ています。

○ 平成 年度から、長崎県青少年育成県民会議と 29
連携し、子育てを社会全体で応援するフ リ ーマガ

ジン「 ココロン」 を発行しています。

○ 子育てしやすい長崎県づく り に向け、多様な主体
を巻き込みながら、社会全体で子育てを応援する

機運を醸成すること が必要です。

【 具体的施策】 6-1 
○ 「 ながさき子育て応援の店事業」 を推進し、協賛
店舗のさらなる拡大と 、子育て世代に提供するサ

ービスの一層の充実を図り ます。

（ こども未来課）

○ ポータルサイトや を活用し、スマートフォ ン SNS
対応など子育て世代の実情やニーズに応じた情

報提供を行います。

（ こども未来課）

○ フ リ ーマガジン「 ココロン」 により 、子育てを応
援する企業・ 団体等の情報を発信し、企業・ 団体

の一層の参画を促進します。

（ こども未来課）

○ 若者、企業・ 団体、市町等と連携した子育て応援
の取組や、効率的・ 効果的な情報発信により 、社

会全体で子育てを応援する機運を醸成します。

（ こども未来課）

【 数値目標】 １6-  

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

「 ながさ き子育

て応援の店」協賛

店舗の登録件数

R3 
1,263
件

R6 
2,600
件

第２節 ココロねっ こ運動※の推進 第１節 ココロねっ こ運動※の推進

【 現状と課題】 ２ 略6-    【 現状と課題】 略6-1  
【 具体的施策】 ２6-  
○ ココロねっ こ運動を推進し、県民総ぐ るみで、子
どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる環

境を整備し、安心して子どもを産み育てること の

できる社会の実現を目指します。

・ 「 長崎っ子を育む行動指針」 の最重点項目「 ココ

【 具体的施策】 6-1 
○ ココロねっ こ運動を推進し、県民総ぐ るみで、子
どもが夢や希望を持っ て健やかに成長できる環

境を整備し、安心して子どもを産み育てること の

できる社会の実現を目指します。

・ 「 長崎っ子を育む行動指針」 の最重点項目「 ココ
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ロねっ こ１０ （ テン） 」 の普及実践に努めます。

・ 県、市町、県青少年育成県民会議及び市町民会議

の連携によるネッ トワークづく り を推進します。

・ 地域主導のココロねっ こ運動の推進を図るため、

各市町担当者、ココロねっ こ指導員、ココロねっ

こ推進員による組織作り を進め、具体的実践、広

報啓発、組織の資質向上のための研修会を実施し

ます。

・ 義務教育課、生涯学習課と連携強化を図り 、家庭、

学校、地域が一体となっ たココロねっ こ運動の取

組を進めます。

・ 自治会や子ども会などの団体による子どもを見守

る活動や子育て支援の取組を促進します。

・ 県、市町、各種団体の広報媒体を活用した広報活

動を推進します。

・ 報道機関に対して、地域での先進的、特徴的取組

などについて積極的に情報を提供します。

・ 長崎県青少年育成県民会議と連携し、ココロねっ

こ運動啓発のための活動を実施します。

【 、 、 、 掲載】 （ こど2-3-1 2-3-2-(1) 3-1-2 6-2
も未来課）

ロねっ こ１０ （ テン） 」 の普及実践に努めます。

・ 県、市町、県青少年育成県民会議及び市町民会議

の連携によるネッ トワークづく り を推進します。

・ 地域主導のココロねっ こ運動の推進を図るため、

各市町担当者、ココロねっ こ指導員、ココロねっ

こ推進員による組織作り を進め、具体的実践、広

報啓発、組織の資質向上のための研修会を実施し

ます。

・ 義務教育課、生涯学習課と連携強化を図り 、家庭、

学校、地域が一体と なっ たココロねっ こ運動の取

組を進めます。

・ 自治会や子ども会などの団体による子どもを見守

る活動や子育て支援の取組を促進します。

・ 県、市町、各種団体の広報媒体を活用した広報活

動を推進します。

・ 報道機関に対して、地域での先進的、特徴的取組

などについて積極的に情報を提供します。

・ 長崎県青少年育成県民会議と連携し、ココロねっ

こ運動啓発のための活動を実施します。

【 、 、 、 掲載】 （ こど2-3-1 2-3-2-(1) 3-1-2 6-1
も未来課）

【 数値目標】 ２6-   【 数値目標】 １6-   

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

略

コ コ ロ ねっ こ

運動登録団体

数（ 累計）

H30 
5,953 
団体

R6 
6,460 
団体

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

略

コ コ ロ ねっ こ

運動登録団体

数（ 累計）

H30 
5,953 
団体

R6 
6,253 
団体

第３節 家庭の日※の普及 第２節 家庭の日※の普及

【 現状と課題】 ３ 略6-    【 現状と課題】 ２ 略6-   
【 具体的施策】 ３ 略6-   【 具体的施策】 ２ 略6-   
【 数値目標】 ３ 略6-   【 数値目標】 ２ 略6-   

第７章 子どもの心と命を守るための取組 第７章 子どもの心と命を守るための取組

第１節 関係機関の連携強化 第１節 関係機関の連携強化

【 具体的施策】 7-1 【 具体的施策】 7-1 
○ 児童相談所と 市町の役割分担にかかる法律上の
整理に基づき、県独自の児童相談所と市町の連携

体制の明確化に向けた新たな指針に基づき連携

します。

（ こども家庭課）

○ 児童相談所と 市町の役割分担にかかる法律上の
整理に基づき、県独自の児童相談所と市町の連携

体制の明確化に向けた新たな指針等を策定しま

す。

（ こども家庭課）

【 数値目標】 7-1 【 数値目標】 7-1 
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数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

略

要保護児童対策

地域協議会の設

置等によ る市町

の相談体制強化

に向けた支援の

実施

H30 市町20  R6 市町21  

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

略

市町と の連携の

ための指針の作

成や市町の相談

体制強化に向け

た支援の実施

H30 市町20  R6 市町21  

第２節 特別な配慮が必要な子どもへの支援 第２節 特別な配慮が必要な子どもへの支援

【 数値目標】 7-2 【 数値目標】 7-2 

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

略

児童・ 青年期精神

医学専門医の養

成

H31 名25  ５R  名54  

数 値 目 標
基 準 値 目 標 値

年度 年度

略

児童・ 青年期精神

医学専門医の養

成

H31 名25  ３R  ３ 名4  
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ココロねっ こ１０ （ テン）○  
【 】6-2  
大人が子どもたちに接すると きの心構えや具体

的な方法を示した「 長崎っ子をはぐ く む行動指針」

の中から、毎年度、重点的に取り組んでほしい１０

項目を選び、まと めたもの。

ココロねっ こ運動○  
【 、 、 、 】2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-2  
子どもの心の根っ こ を育てるために大人のあり

方を見直し、子どもの健やかな成長を促すための活

動や取組のこと で、長崎県独自の県民運動。

ココロねっ こ１ ０ （ テン）○  
【 】6-1  
大人が子どもたちに接すると きの心構えや具体

的な方法を示した「 長崎っ子をはぐ く む行動指針」

の中から、毎年度、重点的に取り組んでほしい１０

項目を選び、まと めたもの。

ココロねっ こ運動○  
【 、 、 、 】2-3-1 2-3-2(1) 3-1-2 6-1  
子どもの心の根っ こ を育てるために大人のあり

方を見直し、子どもの健やかな成長を促すための活

動や取組のこと で、長崎県独自の県民運動。
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